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～新たな門出～

①受付の様子　②記念撮影を楽しむ新成人　③町民憲章唱和代表の新成人　④下諏訪中学校
生徒による記念演奏　⑤下諏訪町の歌斉唱　⑥司会も新成人が担当　⑦文化センターロビー
に飾られた下諏訪向陽高等学校書道同好会学生から新成人へお祝いの作品　⑧集合写真撮影
の様子

① ② ③

④

⑤

⑥

⑧ ⑦
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新
成
人
に
聞
き
ま
し
た
！

二
十
歳
の
抱
負

野村清志郎さん
（下諏訪中学校出身）

河野敢太さん
（下諏訪中学校出身）

橋場祐輝さん
（下諏訪社中学校出身）

上條ほのかさん
（下諏訪中学校出身）

田中拡夢さん
（下諏訪社中学校出身）

武田友梨羽さん
（下諏訪中学校出身）

河西勝基さん
（下諏訪社中学校出身）

堀籠菜月さん
（下諏訪中学校出身）

河西柾輝さん
（下諏訪社中学校出身）

細野佳史さん
（下諏訪中学校出身）

濱桃華さん
（下諏訪中学校出身）

高橋麗さん
（下諏訪中学校出身）

酒井奈々子さん
（下諏訪中学校出身）

表紙　左 鬼頭由佳さん　中央 西山綾花さん　右 高野麻梨香さん
（下諏訪中学校出身）

小口雪音さん
（下諏訪中学校出身）

遠藤誠也さん
（下諏訪中学校出身）

原田尚紀さん
（下諏訪社中学校出身）

八田拓海さん
（下諏訪中学校出身）

小口寛代さん
（下諏訪社中学校出身）

ご協力いただいた新成人のみなさん
ありがとうございました。
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2.5cm2.5cm

3cm3cm

　「タクシー券」・「循環バス券（あざみ号・スワンバス）」・「公衆浴場券」の中から

いずれかひとつ選択できます。※年度の途中で券の種類を変更することはできません。

◆受付開始日　　平成29年３月１日（水）から　（土・日・祝日を除く）
◆受 付 時 間　　午前８時30分から午後５時15分まで
◆受 付 場 所　　町庁舎１階 健康福祉課 高齢者係

　町に住民票があり、在宅の方（介護施設等に入所している方は除く）が下記に該当する場合、諏訪６市町
村内に事業所があるタクシーや循環バス（あざみ号・スワンバス）、あるいは町内の公衆浴場（一部の浴場
を除く）を利用する際に、金額の一部を助成しています。

【対　象　者】　　（平成29年４月１日現在）
１　満79歳以上の方（誕生日の日から）
２　介護保険の要支援または要介護の認定を
受けている方

３　身体障害者手帳の交付を受け、障害程度
が１級または２級に該当する方

４　精神障害者保健福祉手帳の交付を受け、
障害程度が１級または２級に該当する方

５　療育手帳の交付を受け、障害程度がＡ
１・Ａ２・Ｂ１のいずれかに該当する方

６　人工透析患者の方で、「じん臓機能障害」
に該当する身体障害者手帳の交付を受け、
障害程度が１級・３級・４級のいずれか
に該当し、かつ「自立支援医療受給者
証」または「特定疾病療養受療証」をお
持ちの方

７　運転免許証を返納し、「運転経歴証明書」
または「申請による運転免許の取消し通
知書」をお持ちの方

①印鑑
　（窓口に来る方の認め印）
②写真（利用者証作成用）
　１枚（横２.５cm×縦３cm）
◆１年以内に撮影
　正面を向き顔がはっきりわかる写真
　（帽子、サングラスなしのもの）
◆顔写真が添付された書類（身体障害者手帳
等の各種手帳または運転経歴証明書）をお
持ちの方は、写真の提出は必要ありません。
（利用者証のかわりとして使用できます）
③「各種手帳（身体障害者手帳等）」や「運転
経歴証明書」または「申請による運転免許
の取消し通知書」をお持ちの方は申請時に
窓口で提示をお願いします。

①印鑑（窓口に来る方の認め印）
②下諏訪町福祉タクシー等利用者証
※利用者証を紛失された方は再発行します。
顔写真（上記記載のもの）をお持ちくだ
さい。

③上記②のタクシー等利用者証の交付を省略
されている方は「各種手帳（身体障害者手
帳等）」や「運転経歴証明書」

■問い合わせ　下諏訪町 健康福祉課 高齢者係　電話27－1111（内線126・127）

　これまでに申請されている方も、継続を希望される場合は年度ごとに手続きが必要となります。

ご本人が直接窓口に来られない場合は、ご家族様等代理の方でも手続きができます。

満79歳の誕生日を迎えた方や、あらたに上記
２から７の対象者となった方は、その時点で申
請の手続きをお願いします。
ただし、障害者の方が使用する目的で、地方税
法の規定により自動車税または軽自動車税の減
免を受けている場合は、満79歳以上の方でも
対象外となります。

【申請の際に必要となるもの】
初めての方

継続される方

平成２９年度　福祉タクシー・循環バス・公衆浴場
各助成券の申請受付が始まります

平成２９年度　福祉タクシー・循環バス・公衆浴場
各助成券の申請受付が始まります
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現　　　　　行

介護給付（要介護１～５）

予防給付（要支援１・２）
福祉用具貸与、訪問看護　　
通所リハビリテーションなど

訪問介護／通所介護

平成29年４月１日から

介護給付（要介護１～５）変
更
な
し

予防給付（要支援１・２）

総合事業（要支援１･２、総合事業対象者）

福祉用具貸与、訪問看護　　
通所リハビリテーションなど

訪問型サービス／通所型サービス

平成29年
4月から
　これから高齢化が進むにつれて、一人暮らしや高齢者のみの世帯、認知症の高齢者の増加が予想されます。
住み慣れた地域で、いつまでも元気で生活するためには、地域全体で高齢者を支えるとともに、生活の質の向
上を目指し要介護状態等となることを予防することが大切です。
　そのための仕組みとして、介護予防・日常生活支援総合事業（以下、総合事業）を平成29年４月から開始
します。

○総合事業の概要

介護予防訪問介護と介護予防通所介護を総合事業に移行します
　全国一律で実施されてきた介護保険制度の予防給付（要支援者に対するサービス）のうち、訪問介護（ホ
ームヘルプサービス）と通所介護（デイサービス）を総合事業に移行し、地域の実情に合った事業として実
施します。
※ホームヘルプサービスとデイサービス以外の予防給付（介護予防福祉用具貸与など）に変更はありません。

○総合事業のサービスの種類

訪問型サービス（ホームヘルプサービス）
　自分ではできない日常生活上の行為がある場合に、ホームヘルパー等による
調理や掃除、洗濯などの支援を受けることができます。
※これまで介護サービス事業者から提供されていたホームヘルプサービスと同等
　のサービスを引き続き受けることもできます。

通所型サービス（デイサービス）
　通所介護事業所で、閉じこもり予防や日常生活を自立するための支援を日帰りで受けることができます。
※これまで介護サービス事業者から提供されていたデイサービスと同等のサービスを引き続き受けることも
できます。

○総合事業のサービスを利用できる方
　　要支援１、２の方。「基本チェックリスト」により総合事業対象者と判定された65歳以上の方。

◇申込み方法◇
　町高齢者係、地域包括支援センターへ相談してください。必要に応じて地域包括支援センターで基本チェ
ックリスト（生活機能について調べる25項目の質問）を実施します。その結果を踏まえて、地域包括支援
センター職員やケアマネジャーが、本人の意向や心身の状態などを確認しながら、サービス利用計画を作成
します。
※現在、要支援１、２の方で訪問介護や通所介護の利用者は、要支援認定更新の際に総合事業に移行します。
※総合事業以外の予防給付を利用する場合は、要支援認定が必要です。
■問い合わせ　下諏訪町 健康福祉課 高齢者係　電話27－1111（内線124～127）
　　　　　　　下諏訪町地域包括支援センター　電話26－3377

介護予防・日常生活支援総合事業が始まります介護予防・日常生活支援総合事業が始まります
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いずみ湖へいこうよ!! 大自然の中でスポーツやアウトドアを楽しみませんか？

【マレットゴルフ場・テニスコート・グラウンド】

【研修の家・キャンプ場】

【マレットゴルフ場・テニスコート・グラウンド】

施 設 名

マレットゴルフ場
（現地管理棟　電話58-8560）

４月16日（日）～11月５日（日）
午前９時～午後５時

４月16日（日）～11月５日（日）
午前５時～午後７時

５月１日（月）～
　　　10月31日（火）

団体利用
（総員50人以上）

４月16日（日）～11月５日（日）
土･日･祝日のみ開園（８月は毎日開園）

午前９時～午後６時

テニスコート（全天候型8面）
（現地管理棟　電話58-9772）

カヌー場（10艇）
（現地管理棟　電話58-9772）

研修の家
（40畳２室・30畳３室）

使用料は、利用者の住所・年齢等により細かく区分
されています。詳しくは担当係までお問い合わせく
ださい。

無　料　※許可は必ず受けてください！
（寝具・テント等は、利用者がご用意ください。）キャンプ場

第１グラウンド（多目的）
第２グラウンド（サ　ブ）

１時間　　500円

１日１人　　200円

１日１人　　100円

１面（１日）  6,000円
１面（１時間）  　800円

貸出利用（１人１時間）  　200円
持込利用（１人１時間）  　100円

利用期間及び時間 使 用 料

施 設 名 利用期間 使 用 料 等

個人利用

●受付日時　　平成29年４月４日（火）　午前９時～午前10時30分
 ※受付は先着順とさせていただきます。（電話での受付はいたしません）

●受付会場　　下諏訪総合文化センター ２階 講習室
○上記以降の利用申込み方法
・平成29年４月５日（水）から担当課各係（建設水道課 都市整備係・教育こども課 子育て支援係）、
住民環境課 総合窓口係およびインターネットで受け付けます。（インターネットでの予約は仮予約
となりますので、７日以内に担当課各係または総合窓口係で本予約の手続きをしてください。）
・受付時間は土・日・祝日を除く、平日午前８時30分～午後５時15分までです。（電話での受付不可）
※インターネットでの仮予約は24時間受付可能ですが、予約可能期間は利用する日の７日前までと
なります。それ以降の予約はインターネットでは受け付けませんので、直接各係窓口で申込みを
お願いします。

いずみ湖公園施設の
　　利用申込みが始まります
いずみ湖公園施設の
　　利用申込みが始まります

マレットゴルフ場・テニスコート・カヌー・グラウンド・研修の家・キャンプ場マレットゴルフ場・テニスコート・カヌー・グラウンド・研修の家・キャンプ場

■問い合わせ　下諏訪町 建設水道課 都市整備係　電話27－1111（内線245）

【研修の家・キャンプ場】
■問い合わせ　下諏訪町 教育こども課 子育て支援係　電話27－1111（内線714）

※ 町内に在住または在学する高校生以下の方が研修の家を利用する場合は使用料はかかりません。
※ 日帰りの利用時間帯は、午前９時から午後４時までです。
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運転免許特定任意講習会運転免許特定任意講習会

小規模工事等受注希望者の登録申請について小規模工事等受注希望者の登録申請について

平成29年下諏訪町特定農地（町民菜園）平成29年下諏訪町特定農地（町民菜園）
利用抽選会のお知らせ利用抽選会のお知らせ開催のお知らせ開催のお知らせ

　町では、特定任意講習会を次のとおり開催します。
これから免許更新をむかえる該当者の皆さんの受講
をおすすめします。
　特定任意講習とは、道路交通法により義務付けら
れた運転免許証更新時の４区分講習（優良運転者講
習、準優良運転者講習、通常更新者講習、初回更新
者講習）が免除される講習会のことです。この講習
を受講された方は、警察署で更新手続きができます。
◇日　程　平成29年３月９日（木）午後６時受付
　　　　　午後６時30分から午後８時30分まで
◇場　所　下諏訪総合文化センター　小ホール
◇対　象　平成29年９月６日（水）までに更新手

続きをする方。
※ただし、70歳以上の方は高齢者講習が義務付
けられているため受講できません。

◇受講料　1,500円（県の収入証紙購入代金）
■問い合わせ　諏訪交通安全協会
　　　　　　　電話52－3050

　町が発注する小規模な工事や修繕等の受注希望者を登録し、見積先の選定資料とすることにより、町内小規
模事業者の受注機会の拡大を図ることを目的とした「小規模工事等受注希望者登録制度」の登録申請を受け付
けます。登録を希望される方は、次の事項に留意のうえ申請してください。
　現在登録されている方の有効期間は、平成29年３月末までです。４月以降の登録を希望する場合は、改め
て申請してください。
　なお、平成28年４月から本制度の対象となる工事を30万円未満から50万円未満へ引き上げています。
◇対象となる工事　１件50万円未満の軽易な工事や修繕等
◇登録できる方　次の要件を満たせば、建設業の許可の有無、経営組織、従業員数は問いません。
　　○下諏訪町内に主たる事業所又は住所を有する方
　　○町税を滞納していない方
　　○入札参加資格者名簿に登録されていない方
　　○希望業種を履行するために必要な資格、免許を有する方
◇登録に必要なもの
　　○小規模工事等受注希望者登録申請書
　　　（町ホームページからダウンロード可、総務課財政係でも配布）
　　○法人にあっては登記事項証明書
　　○資格、免許等が必要な業種を希望する方は、その資格者証や免許証等の写し
　　○町税の納税証明書（すべての税目を完納したものに限る、税務課で交付）
◇申 請 の 受 付　平成29年３月１日（水）から随時
◇登録の有効期間　平成29年４月１日から平成31年３月31日まで（２年間）
　　　　　　　　　ただし、平成29年４月１日以降に申請（登録）された方は、名簿登載日から
◇注　意　事　項　本制度の登録をもって指名や契約を約束するものではありません。

■受付・問い合わせ　下諏訪町 総務課 財政係　電話27－1111（内線266）

　町では、菜園利用者が野菜や花等を栽培して、自然
とふれあうとともに、農業に対する理解を深めていた
だくことを目的に特定農地（町民菜園）の貸付を行っ
ており、平成29年特定農地利用者を下記のとおり一
般公募します。
◇抽選日時　平成29年３月２日（木）
　　　　　　午前９時30分～
◇会　　場　下諏訪総合文化センター 小ホール
◇募集菜園　約30～40区画
　　　　　　（契約等により変動の可能性有）
◇利 用 料　目安1,000円～2,840円
　（年間）　面積等により異なります。
◇持 ち 物　印鑑・利用料
※整理券を当日、午前９時から、
　下諏訪総合文化センター小ホー
　ル入口にて配布します。
※詳しい内容については、町ホームページにも記載し
ていますのでご確認ください。
■問い合わせ　下諏訪町 産業振興課 農林係
　　　　　　　電話27－1111（内線275）
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しもすわフォトストーリー まちの話題を写真でご紹介します。

新たな民生児童福祉委員に委嘱書を交付

松山三四六氏子育て世代に熱い講演

防災意識日本一の町を目指して
武藤工業緊急避難路完成

歌人 島木赤彦
「童謡」コンクール表彰式

退任委員20人に感謝状贈呈

11/16
㈬

　タレント活動、大学教育など多彩に活躍する松山三
四六氏に子育てに関する講演を行っていただきました。
　自身の子育て経験から「子育てはリハーサル無しの
本番」と会場のみなさんと共感しつつ、学歴や収入に
関係なく、仲間を支え、時には支えてもらえる人間関
係が作れる子に育ててほしいとのお話しがありました。
ユーモアを交えて語る松山氏に、終始会場はなごやか
な雰囲気に包まれていました。

　昨年度、第２区が策定した地区防災計画（地区防災
マップ）の中で、災害時、武藤工業㈱諏訪工場を地域
住民の避難場所として利用したいとの要望を受け、町
と武藤工業㈱は「災害時における避難者支援に関する
協定書」を締結し、工場北側、中山道沿いのフェンス
からの出入り口を整備しました。車椅子やベビーカー
などの要配慮者等でも、スムーズに安心して避難でき
るようスロープと手摺りも設置しました。雨水の敷地
内への軽減化のため透水性舗装を採用するなど、歩き
やすい路面になっています。

　アララギ派の歌人“島木赤彦”は、短歌だけではな
く童謡詩人としても広く知られています。
　その赤彦の作風を引き継いだ童謡作品が、今年は全
国各地から1,391点集まりました。厳選な審査の結果
80点の入選作品が選ばれ、その表彰式が赤彦記念館
にて開催されました。
　当日は晴天に恵まれ、多くの方々にご出席いただき、
青木町長および島木赤彦研究会代表者の方による賞状
と記念品の授与が行われました。

　任期満了に伴う民生児童福祉委員委嘱書交付式が行
われました。この日から新たに任期が始まった民生児
童福祉委員に対し委嘱書を交付し、３年間の委員とし
ての活動に協力を求めました。
　また退任される委員20人に対し、これまでの活動
に対する感謝状を贈呈しました。
　新しい民生児童福祉委員は、クローズアップしもす
わ１月号に掲載されています。

12/1
㈭

12/4
㈰

12/2
㈮
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12/7
㈬

長野県男女共同参画推進県民会議表彰

希少な黒曜石の塊1トン

女性消防隊が受賞を報告

山出し担当区氏子の代表者
秋宮一の用材の一部を町に寄贈

始まりは地区の有志5人
区民らに愛され続けた高木温泉 歴史に幕

芙蓉パーライトから町に寄贈

　町消防団女性消防隊が、11月26日開催の長野県男
女共同参画推進県民会議表彰を受け、女性消防隊長が
消防団長とともに町に受賞を報告しました。
　女性消防隊は2005年に発足し、現在までの10年
間、保育園児等への防災教室や応急処置講習会の開催
など、女性の視点による、女性ならではの活動を続け
ています。今回の受賞は、発足から10年にわたる活
動が高く評価されたものです。

　御柱祭下社山出しで曳行を担当した、第１区、２区、
３区、７区、９区の氏子の代表の皆さんから、曳行前
の木作り作業の１つ、どじょう口の形成の際に出た秋
宮一の用材の一部を町に寄贈していただきました。
　用材はついたて状に加工され、諏訪大社 北島和孝
宮司により「神人和楽」と書かれています。
　寄贈された用材の一部は、おんばしら館よいさに展
示されていますので、是非ご覧ください。

　高木地区で長年地域の方に親しまれてきた、共同浴
場「高木温泉」の閉所式が行われました。
　町誌によると、大正10年、地区の有志５人が諏訪
湖中を掘って温泉を掘り当てることに成功。その後、
湧出権利を区に譲渡し、同年12月に共同浴場の上棟
式にあわせて開場披露式が行われたとあります。
　大正10年から一世紀近く地区の住民らに愛され続
けた高木温泉は、惜しまれながら閉場しました。

　黒曜石を加工し建材用の軽量骨材などを製造販売し
ている芙蓉パーライト株式会社（本社：樋橋）から、
現在建築中の「埋蔵文化財センター」（仮称）で活用
して欲しいと、町に黒曜石の塊約１トンを寄贈してい
ただきました。
　今後、寄贈していただいた黒曜石は、埋蔵文化財セ
ンター（仮称）での展示や体験型のメニューなどで有
効活用していく予定です。

12/15
㈭

1/4
㈬

12/21
㈬

しんじん  わ らく
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生
涯
学
習

生
涯
学
習
No.514

か
お
り
高
い

      

文
化
の
ま
ち

発行　下諏訪町教育委員会

編 集　生涯学習
　　　　　編集委員会

分館活動この一年分館活動この一年

天
白
社
小
宮
祭
お
祭
り
広
場

第
一
区

分
館
長
　
　
濵
　
克
典

　

第
一
区
分
館
で
は
、
十
月
九

日
に
行
わ
れ
た
天
白
社
小
宮
祭

に
合
わ
せ
紫
雲
閣
前
広
場
を
会

場
に
「
小
宮
祭
お
祭
り
広
場
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
雨

が
降
る
中
、
早
朝
か
ら
四
つ
の

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
た
町
内
会

が
四
本
そ
れ
ぞ
れ
の
御
柱
を
曳

行
し
、
秋
葉
山
の
天
白
社
ま
で

曳
き
付
け
ま
し
た
。
昼
頃
に
は

雨
も
上
が
り
、
社
中
学
校
絆
太
鼓
に
続
き
区
長
鏡
開
き
で
お
祭

り
広
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
広
場
周
辺
に
は
屋
台
が
並
び
、

豚
汁
、
焼
き
そ
ば
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
懇

親
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
屋
台
運
営
に
は
中
学
生
も
参
加
し
て

も
ら
い
、
分
館
行
事
の
一
端
に
触
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

催
し
物
で
は
、
曲
傘
、
長
持
ち
、
木
遣
り
等
が
披
露
さ
れ
、

ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
競
技
の
丸
太
切
り
や
的
当
て
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
第
一
区
と
し
て
は
最
後
の
御
柱
行
事
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
皆
さ
ん
存
分
に
楽
し
ま
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

区
民
総
合
文
化
祭

第
二
区

分
館
長
　
　
保
科
　
勝
俊

　

青
塚
の
木
々
が
紅
葉
し
始
め
た
秋
色
の
季
節
に
、
区
民
総
合
文
化

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
御
柱
年
に
ち
な
み
、
区
民
の
作
品
に
小
宮
の

写
真
展
を
加
え
、
ま
た
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
企
画
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
百
二
十
名
を
越
え
る
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
財
産
区
の
小
宮
が
あ
り
、
遠
く
に
近
く
に
木
遣
り
唄
と

ラ
ッ
パ
が
響
く
中
で
、
会
場
に
流
れ
る
昭
和
色
の
御
柱
記
録
映
画
に

懐
か
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。

　

中
で
も
味
付
け
に
趣
向
を
こ
ら
し
た
ベ
ビ
ー
カ
ス
テ
ラ
づ
く
り
と
、

多
彩
に
模
様
が
変
化
す
る
万
華
鏡
づ

く
り
は
絶
え
ず
親
子
で
に
ぎ
わ
い
、

福
引
き
で
は
豪
華
賞
品
が
当
た
る
度
、

軽
快
な
鐘
の
音
と
と
も
に
歓
声
が
響

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
婦
人
会
を
中
心
に
用
意
し

て
い
た
だ
い
た
恒
例
の
お
し
る
こ
と

秋
野
菜
の
お
漬
け
物
の
振
る
舞
い
に

舌
鼓
を
打
ち
、
晴
天
の
秋
空
に
文
化

の
薫
り
漂
う
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

１年間の分館活動を振り返って
～さまざまな活動の一端を紹介します～
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１年間の分館活動を振り返って１年間の分館活動を振り返って

諏
訪
湖
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

第
三
区

分
館
長
　
　
諏
訪
　
敏
和

　

晩
秋
の
一
夜
、
行
く
夏
を
惜
し
み
つ
つ
夜
の

諏
訪
湖
上
を
遊
覧
し
な
が
ら
フ
ァ
イ
ヤ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
鑑
賞
し
よ
う
と
、
八
月
二
十
六

日
、
二
十
七
日
の
二
回
に
わ
た
っ
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

第
三
区
分
館
で
は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、

主
催
側
で
の
定
員
設
定
を
大
幅
に
上
回
る
申
込

み
を
い
た
だ
き
、
心
な
ら
ず
も
お
断
り
を
す
る

部
分
も
発
生
す
る
中
で
、総
勢
百
六
十
余
名（
二

日
間
合
計
）
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
七
時
に
下
諏
訪
港
を
出
港
、
花
火
の
打

ち
上
げ
ま
で
の
間
を
湖
上
遊
覧
し
な
が
ら
、
会

話
や
食
事
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
、
花
火

を
鑑
賞
し
て
午
後
九
時
に
下
諏
訪
港
に
帰
着
、

現
地
解
散
と
し
ま
し
た
。

　

参
加
を
さ
れ
た
皆
様

か
ら
は
今
後
も
開
催
し

て
ほ
し
い
旨
の
要
望
も

多
数
い
た
だ
く
一
方
、

時
間
を
持
て
余
す
場
面

も
多
く
あ
り
、
時
間
設

定
な
ど
今
後
の
課
題
が

残
り
ま
し
た
。

注
連
縄
作
り
講
習
会

第
四
区

分
館
長
　
　
林
　
茂

　

注
連
縄
作
り
講
習
会

は
多
く
の
分
館
が
催
し

て
い
ま
す
が
、
当
分
館

で
も
長
年
来
続
く
伝
統

の
人
気
行
事
で
、
今
回

は
十
二
月
十
一
日
に
開

催
さ
れ
約
六
十
名
の
参

加
者
を
み
ま
し
た
。

　

御
柱
年
に
当
た
り
当
区
は
年
頭
初
に
秋
三
、

秋
四
の
元
綱
を
久
保
三
町
で
雌
綱
、
武
居
が
雄

綱
を
〝
伝
統
に
強
い
コ
ダ
ワ
リ
〞
を
持
っ
て
打

ち
上
げ
ま
し
た
。「
藁
」
独
特
な
匂
い
や
感
触
に
、

参
加
者
の
多
く
が
あ
の
時
の
〝
近
い
過
去
〞
を

懐
か
し
く
思
い
出
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

毎
回
楽
し
み
だ
と
い
う
常
連
さ
ん
は
、
程
よ

く
ま
だ
青
み
の
残
る
藁
を
心
地
よ
い
音
を
伴
い

手
早
く
な
い
上
げ
、
さ
ら
に
ご
近
所
さ
ん
の
分

も
作
る
と
の
こ
と
。
初
心
者
も
苦
戦
し
つ
つ
も

良
き
指
導
者
の
も
と
、
見
事
に
な
い
上
げ
、
最

後
に
縁
起
飾
り
を
付
け
て
ニ
ン
マ
リ
顔
。

　

皆
様
が
愛
着
あ
る
自
作
の
注
連
縄
を
飾
り
、

良
い
年
越
し
が
で
き
た
も
の
と
確
信
し
て
や
み

ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
続
け
た
い
行
事
の
一
つ

で
す
。

祇
園
祭

第
五
区

分
館
長
　
　
小
口
　
信
太
郎

　

高
木
津
島
神
社
で
は
、
七
月
九
日
、
十
日
と

祇
園
祭
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
日
の
宵
祭
で
は
昼
過
ぎ
に
は
雨
が
上
が
り
、

多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
が
神
社
境
内
に
足
を
運

び
ま
し
た
。
焼
き
鳥
、
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
、
だ
ん

ご
や
モ
ロ
コ
シ
な
ど
が
並
ぶ
模
擬
店
の
前
に
は

提
灯
が
吊
ら
れ
、
夕
暮
れ
を
迎
え
る
頃
に
は
祭

り
の
風
情
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
ラ
ッ
パ
に
長
持
ち
の
披
露
、
子
ど
も
た

ち
の
リ
ズ
ム
体
操
な
ど
区
民
参
加
で
の
催
し
物
、

総
勢
百
名
の
ダ
ン
ス
演
舞
の
ほ
か
、
九
・
十
月

に
同
神
社
で
執
り
行
わ
れ
る
津
島
神
社
御
柱
祭

に
て
曳
行
を
盛
り
上
げ
る
子
ど
も
木
遣
り
の
コ

ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
宵
祭
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

宵
祭
を
締
め
く
く
る
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、

昨
年
よ
り
『
な
ぎ
が
ま

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
』
の
中
学
三
年
生
が

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し
て

場
を
取
り
仕
切
り
、
ま

さ
に
区
民
総
出
の
お
祭

り
の
締
め
を
飾
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
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１年間の分館活動を振り返って１年間の分館活動を振り返って

注
連
飾
り
作
り
講
習
会

注
連
縄
飾
り
講
習
会

第
六
区

納
涼
祭

第
七
区

分
館
長
　
　
山
田
　
政
利

分
館
長
　
　
今
井
　
憲
彦

　

師
走
も
中
旬
に
入
っ
た
十
二
月
十
一
日
、
町

屋
敷
在
住
の
宮
本
梅
之
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

注
連
飾
り
作
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

藁
は
地
元
の
農
家
の
方
に
分
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
藁
を
す
く
と
こ
ろ
か
ら

始
め
、
最
初
は
三
等
分
に
し
た
束
を
ね
じ
っ
て

い
く
の
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
何
度
か
や

り
直
す
と
コ
ツ
を
つ
か
み
綺
麗
に
で
き
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ツ
を
組
み
立
て
、
飾

り
を
付
け
れ
ば
立
派
な
注
連
飾
り
の
完
成
で
す
。

　

普
段
は
馴
染
み
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
で

作
っ
て
み
る
と
愛
着
が
湧
き
ま
す
。
参
加
者
は

そ
れ
ぞ
れ
自
宅
の

玄
関
に
飾
っ
て
、

い
た
だ
き
、
良
い

新
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
も
六
区
の

大
切
な
行
事
と
し

て
継
続
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

第
八
区

分
館
長
　
　
北
原
　
清
昭

　

恒
例
の
注
連
縄
飾
り
講
習
会
を
、
十
二
月
十

一
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

肌
寒
い
気
温
で
し
た
が
、
清
々
し
い
快
晴
の

中
、
地
区
に
お
住
ま
い
の
守
屋
氏
を
講
師
に
お

迎
え
し
、
二
十
名
ほ
ど
の
参
加
者
に
よ
り
開
催

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
毎
年
参
加
の
経
験
者
か
ら
、
興

味
を
抱
い
て
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
、
ま
た
小

さ
な
お
子
様
連
れ
の
若
手
か
ら
年
配
者
の
方
ま

で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
集
い
、
地
域
の
つ
な

が
り
を
感
じ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
新
年
を

迎
え
る
準
備
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
注
連
縄
を
自

ら
の
手
で
作
り
あ
げ
る
こ
と
で
、
貴
重
な
体
験

に
も
な
り
、
既
製
品
と
は
違
う
格
別
な
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
の
も
の
と
な
っ
た
様
子
で
し
た
。

　

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
中
、
講
師
の
お
力
添

え
も
あ
り
何
と
か
全
員
無

事
完
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
伝
統
と
技
術
の

継
承
に
つ
な
が
る
行
事
だ

け
に
、
今
後
も
大
勢
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
宣
伝
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

八
月
六
日
（
土
）
、

公
民
館
及
び
周
辺
道
路

で
恒
例
の
納
涼
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
、

子
ど
も
か
ら
ご
年
配
の

方
ま
で
、
約
七
百
人
の

区
民
の
方
が
参
加
さ
れ

盛
大
な
納
涼
祭
と
な
り

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
子
ど
も
木
遣
り
の
皆
様
の

元
気
な
声
で
始
ま
り
、
第
七
分
団
の
ラ
ッ
パ
に

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
勢
の
方
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
屋
台
の
充
実

を
図
り
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
お
つ
ま
み
等
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
出
店
で
ご
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

お
子
様
向
け
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
光
る
お

も
ち
ゃ
、
ボ
ン
ボ
ン
釣
り
と
大
盛
況
で
し
た
。

ま
た
ビ
ン
ゴ
大
会
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
最

後
は
区
長
点
火
に
よ
る
ナ
イ
ア
ガ
ラ
花
火
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
祭
り
を
通
し
て
、

世
代
間
の
交
流
が
図
ら
れ
、
親
睦
が
深
め
ら
れ

た
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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１年間の分館活動を振り返って１年間の分館活動を振り返って

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

第
九
区

分
館
長
　
　
埴
原
　
千
善

　

秋
晴
れ
の
十
月
二
十
三
日
に
、
星
が
丘
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

会
と
共
催
で
、
第
九
区
分
館
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
、

星
が
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

星
が
丘
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
会
で
は
、
社
中
生
徒
と
の
交
流

会
と
し
て
例
年
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
日
も
社
中
生
徒
の
有
志

を
含
め
、
三
十
名
強
の
参
加

を
い
た
だ
き
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

全
二
十
七
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
コ
ー
ス
に
挑
み
、
最
高
齢

八
十
二
歳
か
ら
最
年
少
十
四

歳
の
世
代
間
交
流
が
実
現
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

と
い
う
、
老
若
男
女
誰
も
が

気
軽
に
楽
し
め
る
行
事
を
継

続
的
に
企
画
し
、
参
加
者
が

増
え
て
、
第
九
区
の
恒
例
の

行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
っ

て
く
れ
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

区
民
親
睦
大
運
動
会

第
十
区

分
館
長
　
　
伊
藤
　
晃

　

十
月
九
日
、
第
四
十

回
区
民
親
睦
大
運
動
会

を
下
諏
訪
南
小
学
校
で

行
い
ま
し
た
。
当
日
は 

青
空
の
も
と
、
校
庭
で

行
う
予
定
で
し
た
が
、

早
朝
か
ら
の
雨
で
体
育

館
で
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
三
百
人
を
越
え
る
区
民
の
皆
様
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

区
長
さ
ん
、
町
長
さ
ん
の
挨
拶
の
後
、
準
備

体
操
を
行
い
、
競
技
に
入
り
ま
し
た
。
幼
児
・

小
学
生
の
し
っ
ぽ
取
り
ゲ
ー
ム
で
始
ま
り
、
イ

ス
取
り
ゲ
ー
ム
、
パ
ン
食
い
競
争
、
宝
拾
い
、

か
け
っ
こ
、
紅
白
対
抗
ス
プ
ー
ン
リ
レ
ー
等
々
、

昼
食
を
は
さ
み
楽
し
み
ま
し
た
。
昼
食
で
は
豚

汁
を
振
る
舞
い
、
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
料

理
を
分
け
合
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
親

睦
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

親
睦
を
深
め
る
唯
一
の
伝
統
あ
る
運
動
会
な

の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

早
春
の
二
態

土
手
の
隙
間
に
足
を
伸
ば
し

た
？
つ
ら
ら
。
も
う
す
ぐ
滴

と
な
っ
て
・
・

日
だ
ま
り
に
花
を
咲
か
せ
た

福
寿
草
。
枯
れ
草
の
原
に
、

春
一
番
の
彩
り
を
そ
え
て
く

れ
ま
す
。
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花田養護学校
私たちの学校の自慢は、「子どもたちと先生の笑顔」です

「一人一人が　かがやく生活をめざして」小学部

「人・もの・地域とのかかわりをひろげよう」中学部

「自己理解を深め、ともに楽しい学校生活を送ろう　
　　　　　　　卒業後の社会で必要な態度や技能、知識などを養おう」

高等部

小学部は春・夏・秋・短期　４つのグループに分かれて学習
しています。友だちや
先生とのかかわりを大
切にしています。　　

中学部は、御田町おかみさん会、下諏訪･岡谷の商店や施設の方々を訪問し、交流させていただい
ています。諏訪日赤看護学生さんや社中学校のみなさんとも交流をしています。

高等部では前期、後期１回ずつ
校外で実習を行い、卒業後の生
活の準備をします。
実際にお客様の手元に届く製品
を作る仕事もします。
学校生活では味わえない体験や、
初めて出会う方に緊張すること
も多いですが、校外での活動に
胸が踊る時間でもあります。

「クリスマスランド」の
滑り台やキラキラトンネ
ルで遊んだよ。
サンタさんからのプレゼ
ント何かな？

御田町のおかみさんと剣
道をしたよ。他にもいろ
いろなお店でおかみさん
と交流しました。

看護学生さんと記念写真！
かわいいお顔でー!!

学校祭「花はな祭」で「世界がひとつに
なるまで」を歌ったよ。
みんながずーっとなかよしでいられます
ように…

実習先への移動手段の予約も自分で
しています。今日も充実した実習が
出来ました。俺　がんばってる！

お客様に届く製品。指の先
まで神経を使って、心をこ
めて丁寧に！
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少
年
の
日
、
春
ま
だ
浅
い
山
の
小
道
を
、
一
人
小

さ
な
川
に
沿
っ
て
山
に
向
か
い
歩
い
て
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
辺
り
は
枯
れ
尽
く
し
た
草
で
覆
わ
れ
、
残

雪
が
そ
こ
か
し
こ
に
あ
り
、
ま
だ
冬
が
ど
っ
か
り
と

居
座
っ
て
い
た
。
ま
ば
ら
に
見
え
る
木
々
は
、
全
て

葉
を
落
と
し
て
冬
枯
れ
の
姿
を
見
せ
、
松
や
杉
な
ど

常
緑
の
樹
は
、
く
す
ん
だ
濃
い
緑
の
色
そ
の
ま
ま
に

遠
く
に
佇
ん
で
い
た
。

　

流
れ
に
沿
っ
て
し
ば
ら
く
行
く
と
、
何
十
年
も
打

ち
捨
て
ら
れ
た
か
の
よ
う
な
一
軒
の
小
屋
が
目
に
入

っ
て
き
た
。
窓
は
破
れ
、
板
壁
は
所
々
に
隙
間
を
の

ぞ
か
せ
、
屋
根
に
届
き
そ
う
な
ほ
ど
に
薄
や
茅
が
覆

い
、
今
に
も
倒
れ
ん
ば
か
り
の
姿
を
見
せ
て
い
た
。

山
中
に
朽
ち
果
て
た
姿
の
廃
屋
を
目
の
前
に
し
て
、

何
故
か
遠
い
異
国
の
荒
野
を
流
れ
下
る
大
河
の
河
口

の
景
色
が
思
い
浮
か
ん
だ
。
荒
涼
と
い
う
言
葉
を
知

っ
た
の
は
、
随
分
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

廃
屋
を
遠
巻
き
に
し
て
な
お
も
行
く
と
、
僅
か
な

水
の
流
れ
る
音
と
共
に
、
水
辺
に
芽
を
出
し
て
い
る

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
姿
が
目
に
入
っ
て
き
た
。
手
で
触
れ

る
と
、
和
毛
が
文
字
通
り
猫
の
毛
の
手
触
り
で
な
つ

か
し
い
思
い
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
。

　

巡
り
来
る
季
節
の
中
で
、
早
春
が
も
っ
と
も
心
に

響
い
て
く
る
。
今
年
も
そ
の
季
節
を
迎
え
る
。

（
山
田
孝
實
）

三
月
の
こ
え

　６市町村の図書館ネットワークは４月から新しいシステムに変わります。ネット上から貸出
延長を自分で出来たり、スマホ対応のホームページが出来たり便利になります。予約の本の流
れもスムーズになります。システムの入れ替えのため大変申し訳ありませんが２月～３月は利
用制限があります。ご理解ご協力をお願いいたします。

連絡先　下諏訪町立図書館　0266－27－5555

＊図書館からのお知らせ＊

下
諏
訪
社
中
学
校
絆
祭

　
　
ス
テ
ー
ジ
バッ
ク「
銀
河
」よ
り

校
舎
を
背
景
に
、
生
徒
会
目
標
の
「
銀
河
」
に

む
か
っ
て
い
く
僕
た
ち
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
。
全
校
を
縦
割
り
の
四
十
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
、
二
・
五
㎝
の
色
紙
を
一
枚
ず
つ
貼
り
合
わ

せ
て
制
作
し
ま
し
た
。
全
校
の
協
力
で
で
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
品
で
す
。

制
作
の
一
コ
マ

わ
ず

に
こ
げ
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臨時福祉給付金（経済対策分）の支給について

◇日　時　平成29年３月２日（木）
　　　　　午前10時から午後３時まで
◇場　所　町庁舎地下1階　地下会議室
◇担当者　下諏訪町人権擁護委員
◇相談内容
　毎日の暮らしの中で起こる様々な問題について相談
を受け付けます。いじめ・体罰・不登校・児童虐待、
部落差別・男女差別などの差別問題外国人の問題、家
庭内（夫婦・親子・結婚・離婚・扶養・相続等）借地・
借家、近隣のもめごと、悩みごとなど。
※相談は無料で秘密は堅く守ります。難しい手続きも
いりません。予約等も必要ありませんので、直接会
場にお越しください。
■問い合わせ　下諏訪町 住民環境課 生活環境係
　　　　　　　電話27－1111（内線143）

庭木の枝のせん定・管理にご協力を
　空き地、空き家の雑草の繁茂、庭木の越境などの苦
情が多数寄せられています
　庭木・生垣などが道路や隣家にはみ出したり、覆い
かぶさってくると、交通の支障となったり、ご近所ト
ラブルに発展します。
　庭木・生垣は、所有権のない町では切ることができ
ません。歩行者や車両が安心して通行できるよう、ま
た、ご近所トラブルとならないよう定期的に庭木の剪
定や刈込等の管理をお願いします。 
　また、高く生長してしまう恐れのある樹木は、自身
で管理が出来る範囲で頭を止めるなど、将来を見据え
た管理をお願いします。
■問い合わせ　下諏訪町 住民環境課 生活環境係
　　　　　　　電話27－1111（内線143）

障がい者の方の自動車税・自動車取得税の減免制度について
　県では、障害者手帳等をお持ちで一定の要件を満た
す方の、自動車税・自動車取得税の減免制度を設けて
います。詳しくは地方事務所税務課までお問い合わせ
ください。
■問い合わせ　長野県諏訪地方事務所 税務課
　　　　　　　電話57－2905

　消費税率の引上げにより、低所得者に与える負担の
影響を緩和するとともに消費の下支えの観点から、暫
定的・臨時的な措置として臨時福祉給付金を支給しま
す。今回は、消費税率引上げが２年半延期されたこと
を踏まえ、経済対策の一環として、社会全体の所得の底
上げに寄与するとともに、所得の低い方を対象に平成
29年４月から平成31年９月までの２年半を前倒しで、
一括して臨時福祉給付金（経済対策分）を支給します。
　なお、申請受付につきましては、平成29年３月下
旬を予定しています。
★給付金の基準日、対象者の要件、給付額等などの詳
細につきましては、クローズアップしもすわ４月号
に掲載いたしますのでご確認ください。
■問い合わせ　下諏訪町 健康福祉課 福祉係
　　　　　　　電話27－1111（内線121・122）

平成２９年度奨学生募集

平成29年度訓練生を募集

　町内在住の成績優秀で向学心をもちながら、経済的
な理由により高校、大学等の修学が困難な生徒・学生
に対し、奨学金を貸与しています。
【利用できる方】
○成績優秀で向学心を有しながら、経済的な理由によ
って修学が困難な方。
○町内に1年以上在住し、生活の本拠も町内にある方。
○親権者が町内に住んでいる方。
○扶養義務者の収入が一定以下である方。ただし、世帯
構成員中２人以上に所得がある場合は合算されます。
【奨学金の額】

【減免について】
○平成27年度より新たに減免規定を設けました。
卒業後下諏訪町内に在住していた場合、最大で1/2
の返済免除が適用されます。
○詳しくは、下記までお問い合わせください。
■問い合わせ
　下諏訪町教育委員会教育総務係（総合文化センター内）
　　電話28－0001（直通）
　　E-mail　kyousou@town.shimosuwa.lg.jp

◇入校資格　学歴、年齢、性別は問いませんが、普通
課程については該当する科目の事業所に勤務して
いる等の一定条件を満たすことが必要です。また、
規定日数の80%以上出席し、修業年限を最後まで
履修する強い意志を持っている方に限ります。

◇申 込 み　電話で仮申込みをしてから、来校の上、
所定の用紙に記入してお申込みください。普通課
程以外の場合は、入校金、月謝（受講料）を添え
てお申込みください。

◇募集締切　平成29年３月10日（金）午後４時
◇面　　接　普通課程の科目については、申込み締切

後、面接を行います。
※適格者が少数の場合、開講しない場合があります。
■問い合わせ　
　職業訓練法人諏訪協会 諏訪高等職業訓練校
　電話52－4306    FAX 57－1477

募 集 情 報募 集 情 報 お 知 ら せお 知 ら せ

特設人権相談所の開設について
～ひとりで悩まないで、人権擁護委員にご相談ください～

学校の区分
高等学校、専修学校（中卒） 月額　１０,０００円以内

月額　25,０００円以内高等専門学校、専修学校
（高卒）、短期大学、大学

貸与金額

◇普通課程　　昼間８：40～16：20　夜間18：00～21：20

◇普通課程以外の長期訓練　　　昼間　９：30～15：30

木造建築科
建築板金科
機械加工科
配管科

和裁科（本科）

洋裁科（本科）

３年
３年
２年
２年

２年

３年

土
金
火･木
火･木

水

金

月謝
6,000円
入校金
5,000円

月謝
6,000円
入校金
5,000円

毎週１回

毎週１回

昼

昼

◇短期課程　昼間　９：00～12：00
パソコン科
（初級）
パソコン科
（中級）

６ヵ月
木

金

受講料
30,000円
（一括納入）

毎週１回
全26回

昼

夜 毎週２回

科　　目 期間 開講日 月謝等
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４日（土）　わらべうたベビーマッサージ
11日（土）　パパ講座
　※15：00閉館です。
３月の行事予定

ファミリーデーファミリーデー

子育てふれあいセンターぽけっと

 ６日（月）うたのぽけっと
 ７日（火）ファーストブック
10日（金）おわかれ会
13日（月）おはなしいっぱい
22日（水）0歳児ママ講座
28日（火）1歳児ママ講座

■問い合わせ　下諏訪町子育てふれあいセンター  ぽけっと
　　　　　　　電話・FAX：27－5244
　　　　　　　※詳しくは町のホームページをご覧ください。

「ゆたん歩°」
高浜健康温泉センター

■問い合わせ　ゆたん歩゜　電話26－2626　
※教室の参加方法等、詳しくは町のホームページまたはお電話ください。

♨ゆたん歩 の゚日　健康相談♨（３月27日）
９：30～12：00
♨ゆたん歩 の゚日　健康ミニ講座♨（３月27日）
10：00～11：00

※健康相談とミニ講座は当日ご自由に参加していただけます。
３月単発講座　※事前に申込みが必要です。
　●ゆたん歩 ウ゚ォーク（定員12名）
　　日にち：３月30日（木）
　　時　間：13：30～15：30

◇３月のゆたん歩 の゚日は27日㈪です◇
保健師による体組成測定と個別相談

健康運動指導士による簡単エクササイズ

　町では一般家庭から排出される生ごみを住民自ら減量
又は堆肥化するため生ごみ処理機器を設置した場合、経
費の一部を補助しています。この補助制度をご活用いた
だき、より一層のごみの減量にご協力をお願いします。
補助金の申請には、購入時の「領収書の写し」、「振込
先の口座番号の控え」、「印鑑」、「町税の納税証明
書」が必要となります。申請は、住民環境課生活環境係
窓口へお願いします。
●1基あたり（消費税込み）2,000円以上10,000円以
下のもの…10分の８以内 ただし､上限額5,000円
●1基あたり（消費税込み）10,000円を超えるもの…
２分の１以内 ただし､上限額20,000円

生ごみ処理機器設置補助金をご活用ください生ごみ処理機器設置補助金をご活用ください

※休日・夜間緊急医療案内　
　下諏訪消防署　☎28－0119３月の休日当番医院・歯科医院・薬局

歯科当番医（診療時間9：00～正午） 当番薬局

5日
12日
19日
20日
26日

日
日
日
月
日

急病当番医（診療時間9：00～17：00）日 曜日

祐愛病院（岡谷市）

高浜医院

釜口医院（岡谷市）

諏訪共立病院

イマムラ脳神経外科クリニック（岡谷市）

23－0222
28－3811
22－2089
28－2012
27－0019

ホワイト歯科医院（岡谷市）

前川歯科医院（岡谷市）

溝口歯科診療所

三井歯科医院（岡谷市）

アポロ歯科医院（岡谷市）

しなの調剤薬局（岡谷市）

イズミ薬局

マツモトキヨシ・岡谷天竜町店（岡谷市）

ひまわり薬局

アイビー薬局（岡谷市）

28－2635
22－3871
27－3838
23－8427
23－8100

75－5993
28－6566
24－1801
26－7226
26－1670

休日当番医等は、変更になることがありますのでご承知ください。 ※事前に電話で確認の上受診してください。
※歯科診療は「保険証・老人手帳」を必ずお持ちください。午前中のみの診療となります。

下諏訪町空き家情報バンク登録状況下諏訪町空き家情報バンク登録状況
〈平成29年１月31日現在〉

■問い合わせ　下諏訪町 産業振興課 移住定住促進室
　　　　　　　電話 27－1111（内線274）
　　　　　　　E-mail iju@town.shimosuwa.lg.jp

 № 所在地    賃貸等　　　　　　条件等

  71 東山田 賃貸 木造２階建 月4万8千円

  78 湯田町 売却 木造２階建 応相談

  83 菅野町 賃貸 木造２階建 月6万円

  84 東高木 売却 木造平屋建・２階建　3,465万円

  88 立　町 賃貸 木造２階建 月5万6千5百円

  95 新町上 賃貸/売却 木造２階建 応相談

 104 下屋敷 売却 木造２階建 応相談

105 立　町 売却 木造２階建 応相談

110 西鷹野町 売却 木造平屋建 550万円

111 大　門 賃貸 木造平屋建 月4万2千円

※情報は町ホームページでもご覧いただけます。

３月４日（土）　わらべうたベビーマッサージ講座
心地良いわらべうたのリズムで赤ちゃんをマッサージしましょう♪

３月11日（土）　パパ講座
講師に宮尾先生をお招きし、パパの為の講座を行います。
※詳しくは月の行事予定をご覧ください。

３月の湖岸清掃：３月５日（日）艇庫前AM７：45集合　清掃範囲：みずべ公園から岡谷市境
　　　　　　　　中止の場合はAM７：00に広報無線と町メール配信でお知らせします。

ゆたん歩 の゚つぶやき「入館者10万人を達成しました！」
　平成26年４月26日のオープン以来、845日目で入館者10万
人達成となりました。ご入館いただいた多くの皆様に感謝申し
上げます。年々入館者が増え、幅広い世代の方々にご利用いた
だいております。季節湯などその時期に合わせたイベントも行
っておりますので、初めての方もぜひ一度お越しください。
　来年度もゆたん歩 を゚よろしくお願いいたします。

「食への感謝」「もったいない」
の気持ちを大切にし、町民誰も
が「食べ残しをしない」ことを
心がけ、ごみの減量、食品ロス
削減に取り組みましょう！

■問い合わせ　下諏訪町 住民環境課 生活環境係
　　　　　　　電話27－1111（内線142）
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３月くらしの情報
役場 　27－1111

３ 月　休日水道工事店３ 月　休日水道工事店

◆休 館 日　３月６日（月）・13日（月）・21日（火）・27日（月）
◆料　　金　一般　350円　小・中学生　170円
　※諏訪郡内に在学または在住の「小学生・中学生・高校生」は、入館無
　　料となります。その他、障がい者等の入館料免除や各種割引きがあ
　　ります。
◆開館時間　午前９時～午後５時（ただし入館は午後４時30分まで）

☆特別展『動乱期の腕時計』開催☆特別展『動乱期の腕時計』開催

◆３月５日は「１DAYひな祭り」

◆ 儀象堂開館20周年記念『お客様大感謝デー』

時計作り体験をされる方は入館料無料。
※体験者のみ
期間限定体験「おひな様クロック」も
この機会にぜひどうぞ！

☆ご来館者全員入館料無料！
　ウォッチ・クロック組立体験の受付は随時行って
　おります。お気軽にお問い合わせください。

◎春休み子ども映画会◎

◎あなたの撮った「冬の諏訪湖」写真募集
３月28日（火）参加費無料
「ミッキーマウス」
　　午前10時30分～午前11時30分
「七つの海のティコ」　
　　午後１時30分～午後３時
★3/17㈮～3/31㈮の期間は閲覧開館になります★

カルチャーカルチャー

日 曜 指 定 工 事 業 者 住　　所 電　　話

4

5

11

12

18

19

20

25

26

土

日

土

日

土

日

月

土

日

※都合により工事店が変更される場合があります。　
■問い合わせ　下諏訪町 建設水道課 上水道管理係 電話27－1111（内線228）

２７－８３９９

２８－８１３９

２７－０５７５

２７－３２４９

２８－６４６２

２６－８８６６

５８－１３３６

２７－６６２２

２７－７２８９

㈱ 親 水 工 業

水 道 建 設 ㈱

杉 村 設 備 ㈱

㈲ 諏 訪 建 総

㈲ 諏 訪 冷 熱

ス ワ ン シ ス テ ム ㈲

㈲ 林 組 工 業 所

㈱ オ ス ガ 設 備

㈲ 藤 森 水 道

東 山 田 第 ２

町 屋 敷 ３ 組

塚 田 町

大 門 １

西 赤 砂

東 弥 生 町

諏 訪 市 大 手

岡谷市長地権現町

岡谷市長地御所

◆休 館 日　３月６日（月）・13日（月）・21日（火）・24日（金）
　　　　　　27日（月）・29日（水）
◆開館時間　午前９時30分～午後７時（火～金）
　　　　　　午前９時30分～午後６時（土日祝）

＊開 館 時 間：午前９時00分～午後5時00分
　（３月からは無休、通常営業時間になります）
＊正面入り口横：足湯・1階：売店・1階：休憩コーナーは
　ご自由にご利用いただけます。

　儀象堂開館20周年を記念して、岡谷哲男さんによる『動
乱期の腕時計』を開催いたします。昭和に入り、提げ時計か
ら腕時計に市場が移行する中で、世界恐慌、太平洋戦争、戦
後の不況と動乱の時代に生み出された腕時計を特集いたしま
す。お気軽にご来館ください。※無料でご覧いただけます。
〈場　所〉１階 クロックカフェ
〈期　間〉３月18日（土）～３月31日（金）

消防団員募集消防団員募集

　下諏訪町消防団では町内に居住する者及び、
町内への通勤者も入団可能となりました。
　消防団員は住民の生命や財産を守るため、火
災や大規模災害発生時に自宅や職場から駆けつ
け、消火活動・救助活動を行います。18歳以上
の方なら男女問わず入団でき、会社員、自営業
者、公務員など様々な方が集まり活動していま
す。入団希望の方は下記までお問い合わせくだ
さい。

下諏訪町消防団入団資格が拡大されました。

■問い合わせ　下諏訪消防署 電話28－0119

　島木赤彦の詠んだ「冬の諏訪湖」をテーマとした短歌を10首
取り上げ、その短歌から感じ取られた“冬の諏訪の情景”を撮
影された写真を募集しています。
　詳しくは博物館までお問い合わせください。

◎赤彦忌によせて短歌募集!!
　島木赤彦の命日である３月27日に開催の“赤彦忌”に寄せて、
短歌を募集いたします。募集要項は下記のとおりです。多くの
皆様の投稿をお待ちしています。　　　　　　　
◇投稿方法：郵送または博物館窓口までお届けください。
◇募集内容：お一人　１～２首
◇募集期間：３月20日まで
※募集後は、赤彦忌にあわせて短冊にてロビーに掲示、一覧に
して当日配布させていただきます。

システム更新のため閲覧開館中は以下の利用制限があります。
ご迷惑をおかけいたしますがよろしくお願いいたします。
◎本・雑誌・CD・DVDなどの貸出ができません。
　閲覧は可能です。
◎開館時間は午前９時30分～午後６時です。
◎資料の検索はできません。
◎学習席・会議室は利用できます。
◎インターネット席は利用できます。

※下諏訪町立図書館で貸出ができない期間は、岡谷市・茅野
市の図書館が貸出をしておりますのでご利用ください。

※３/３（金）～16日（木）は、本20冊、CD･DVD８枚ま
で借りることができます。

３月18日（土）９：00～17：00



19　2017.3

３月くらしの情報
役場 　27－1111

すこやか相談（育児・栄養相談）
もぐもぐ教室（離乳食教室）（平成28年7月～8月生）

四種混合
心のほっと相談※要予約

予防接種
1日
10日

9・16日
6・21日
15日

水
金
木
月・火
水

午後2時～午後2時30分
午後2時～午後2時30分

２　か　月（平成29年 1月生）
４　か　月（平成28年 11月生）
10　か　月（平成28年 5月生）
１歳６か月（平成27年 8月生）
２　　　歳（平成26年 12月生）
３　　　歳（平成26年 2月生）

乳
幼
児
健
診

午前9時～
午後0時45分～
午後0時45分～
午後0時45分～
午前9時～
午後0時45分～

28日
28日
24日
8日

　14日
6日

火
火
金
水
火
月

（平成28年10月生）
（平成28年7月生）Ｂ Ｃ Ｇ

種　　　　　　　　　　別 日 曜日 時　　　間 場　　　所

○開設日時　４日（土）・５日（日）
　　　　　　（午前10時から午後４時まで）

○開設場所　町庁舎２階 税務課窓口

○内　　容　税金等の納付及び納税相談

午後1時30分～午後3時30分
午前9時～午前11時
午前10時～午前11時

●３月の休日納税相談●●３月の税金等納期限●
３月31日
  （金）

国民健康保険税 12期３月分
後期高齢者医療保険料 12期３月分
温泉使用料（２月使用分） ３月分
保育料 ３月分

３ 月　健  康  診  査  等３ 月　健  康  診  査  等

３ 月　各　種　相　談３ 月　各　種　相　談
相談は無料です。　　　　
お気軽にご相談ください。
＊は事前に予約が必要です。

※面談日については事前に確認をお願いします。
下諏訪商工会議所 ☎27-8533

ものづくり支援センターしもすわ☎26-2226

教育委員会 ☎27-3204

住民環境課 生活環境係
☎27-1111（内線143）
までお問い合わせください。

※面接での相談については事前に予約をお願いします。

※面接での相談については事前に予約をお願いします。

☎57-2900諏訪地方事務所

諏訪保健福祉事務所休日を除く毎日

随　　時

毎月第3土曜日

☎57-2911

月～金曜日

午前10時～午後3時

午前8時30分～午後5時15分
・福祉相談
・介護相談、権利擁護相談、成年後見相談
・結婚相談

☎27-7396
☎26-3377
☎28-2827

下諏訪町社会福祉協議会
下諏訪町地域包括支援センター
老人福祉センター　相談室毎週金・土曜日

日 曜日 時　　　間相　　談　　名 場　　　　　所
法 律 相 談
行 政 相 談
特 設 人 権 相 談 所
住 民 相 談 ・ 一 般 相 談
消 費 生 活 相 談
交 通 事 故 相 談

児 童 家 庭・教 育 相 談

女 性 総 合 相 談

建 築 な ん で も 相 談
（リフォーム・耐震改修など）
工 業 相 談
福 祉 総 合 相 談

休日を除く毎日

 23日 木 午後1時～午後5時
午後1時～午後3時
午後1時～午後4時

木9日

休日を除く毎日

午前9時～午後5時

午前9時～正午

午前8時30分～午後5時15分

午前8時30分～午後5時15分

午前8時30分～午後5時15分

＊

＊ 午前10時～午後3時

火21日
木2日
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地域事業所の皆様へ

に掲載する広告の募集の依頼をしています
「下諏訪町くらしの便利帳」
　町では、役場での各種手続などに関する行政情報、観光
や医療に関する地域情報など住民の皆さまの暮らしに役立
つ情報を掲載した『下諏訪町暮らしの便利帳』を作成しま
す。これは、厳しい財政状況下において、住民の皆さまへ
の効率的かつ効果的な情報提供を実現するため、民間事業
者との官民協働事業（発行・監修：下諏訪町／共同発行・
広告販売・製作・配布：㈱サイネックス）として取り組む
もので、地域事業者様のご協力による広告掲載費用により
作成し、保存版として町内の全世帯へ無料配布いたします。
　つきましては、住民サービス向上と地域経済の活性化に
もつながる本事業の趣旨にご理解いただき、広告募集の依
頼があった際には、ご協力をお願いいたします。
■問い合わせ　下諏訪町 総務課 情報防災係
　　　　　　　　電話27－1111（内線262）
　　　　　　　㈱サイネックス
　　　　　　　　電話026－267－7133

発行
平成29年5月
（予定）

規格
A4版

フルカラー

頁数
72ページ
（予定）

部数
10,000部

表紙イメージ
※変更になる場合もあります。

広告募集期間
平成29年3月～


